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鉛丹･珪素延時薬製造に関する研究(2)
(相和33年HflIOE受;壬)

岩 間 竜 一

1耗 書

現職においては.兇丹 ･抑 軽時輿について鮮戦

の挟妊及び杜皮,7Sl含比.iB合等,脚 通にBG床の

ある国子セあ1.7.それらの払牧に如上はす抄野を放射

したが･,ここで1-I_娃特認に対する外的排 すなわち貯

膏時riq,浸礼 llS田町r勺のl'T.火玉,内腎噂の影革を

検即した｡また娃時鞘の藩邸すなわち11繋,#広軌 二
村するは児の放牧tLなしらペ1=｡

ZiyS i

廉発胃管.=おいてもt'】2msのはらつきがある,崩

丑の増加.=発って汚1号抄時は当然具くたり.はらつき
b大きくた る｡ _li;の機会にばらつき7)'･大きいのは

)芽火面段 (菅拝の断面研)に対して延時男長が短いた

めに,㌔火三から延時報への7野火の際の他横面の不均

一性れ そのままはらつきとしてあらわLLる.す1=一h

ち凸凹の少ない帯状の放牧耐こならないrinに鮒 に諮

火するからである｡これにはREに故郷 寺に貯甥にEll諮

する兼丘の鰍 兼:二村する糾合が大きいことも影軒が

ある,

Eiq一越時流の認&セ仰氷相加して,放伐柳 寺の変化 /oo

1_,較潤した｡

粁料としてmいた建碑繋は PblÒ 7()アJ Fe-Sz

30ガ の配fiのものて･ブレスはいずrtもtEか 本当 漁
り Z00kL;■胡守った.その鈷巣はJiZAAびEg日 の遜り

である,
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5 点 火 電 充

Tl火花流の靖さが,乾坤雅の燃頓に阜える紺 を快

WLた｡

脚 Pbl().70クJ ZIcISL307b'



崇i長 O.<5g

点火三一夷ま等紋 7mJ

FJ･.煩 く三業 :-言完 諸 表 hy;熱量:≡
ブレス l00kg.班

正書を捲果J_y芸2及びEgr2に示した｡
:扱 2 (rT)9)

別 ､位芸 大 溝 屯 EE漏定四監

2 3電 ん (A)図 2電洗の弱い場合

は照焼砂時は長く,花武力'･弟くたるLL託っ

て脚 は短く.はらつきも少なくなる.きた別lこ同一瓜火三で瞬発雷管をつくり,程々の婆言の 針別､C

E芸大GiEia影写せ受けない｡

4 1吸湿性及ひ経時変化pBtモCportl) に上れば

, I､ゝInO▲-Sb 罪延特発はm lnO.の

駁湿及びSbの限化が大きく膨粁して細砂

時の延びることが述べられていろ1)｡著卦ま鉛丹
･珪菜鉄の延時藁の吸湿蛙及び8時変化を袖 して,馳 くそ

の影等を受けるか否かを検討し1二.先ず漁斤と蓬
莱鉄のそ71ぞ蛸 政のもの,及びそLtらを 7Cfg 3C

ク.'のii!合にした脚 を柵 として監置蛙を,しらべた｡

すなわち告発斡 Sgを押Jt訪_中に託り,査t_'あけた
田,水をglったデyケークー中に改正して永分の稚加

東を蓬.掟 した｡その掠菜は襲',斑3の通IJであ

る｡また跡こ.同一淋 なき塀 姦 串に入れて蓋をゆるめた状態で,筆内に3カ月放蛭した銭の水

分を嗣 した｡その絶無を去Sに戻す｡f-1火可 卦 こ上って爆

発させた場合の夢時:i繋3の如き,bのでEgj2中に点綴で

示した. aEiEZ2にお'･て両

者の昏投を比較すると.担時淑 0̂捗韓だiナの賢をもった国

技の横向の曲錘であることが '78ゎかる｡こLlは静 古妻の於

鞍捗時そのもの【三宅茨酢 〉 f̀Jo大小に上って変化

しTEいことを戻す｡すなL)ちた火屈託の重さは.J

S火三が悠放して煙時藁に詩火するまでの時Wに影野するものであって.廷考其の悠

費はその 52 3 5

7'A 4
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舟Jl.こ比べるとま崇鉄の野馳 は相当大きい.獲っ
て E't)】0.T4,,A.' Fe-SL33,._Jの申 亨弟の現改姓･ミ瓜丹

上り少し大きい7)I.いすttもうー5円技の水分付払 ま

伽かで.Dl湿性としてGi,小寺いものである｡

またq湿した轡 ?胃の脚 書をit桔 し,加古に示

した

この摺沢.1･らb朗らかな上)に,軌何.排讃鉄建時

弊の吸湿領土'J>たく,放牧卵 かこはとんと形帝しな

LI

次lこ柵 の延時裾 (Pl湿していないもの)をm立て

て tヽS舌骨とし.10.2〇.30,札 70Flr.n貯斉した桂.把

手i 6 (nカ)
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竹抄畔を僻 した結果rJ_讃7の通りで,貯Rh'放牧抄

的.二h上.三十桝 ■ま恕められfJ:い

J=Lとの榔 丑より.鈴丹 ･Z]:3W ニ成分の廷時茄

は,q浬のCき,建策鉄の薦化書はTLいと考えて政

A.ないが.ホ='丘r/,1.例えは Fe.OJ101''を添加すJl

ミニ,Fe!01の吸湿位 (Egl4)に1O脚 那'lJ=耕 繋b'･

巧湿して,懸牧切埠が蓮び.I.Fらつきも大 きくなる

(焚8)｡故tこ力付･珪兼帯脚 でもホモ成分を添加

する均や:三.掛 物の吸湿性について考dLLlEけ九は
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5 感 度 拭 無

給丹 王深 井延帝展はその延会比が 90% 107.'粁

近のものは曝兄的な反応を1-Tちので.担 棚 途中に
発火事故を丑を起す危故かある｡そこでPbの. Fe-SL

の杜/u一比か 96 i,cc 10.70 30の脚 を鞘 と

して JF換盟書棚 王', 汚組 珊 I及び莞火牒
政l'セ1子つ._
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糾 か せ人ui屯田 雷夏
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弟且 L-Os,Ft=101拓加且 】07.'外抗

[) 辞韓悠酸即位

抑TeZ(山u式)aE捜慈庶鵜 野いせ他用して肝軽

による兄火叫を畑 した鈷紫はgi9の通Jlである｡こ

の鮎ALJr)不はE(く岸義によって10回申 阿もは兄L

lj:かった瓜)先様f!,(相国とも全部煙苑した瓜)はが

]0に77-汁凍りで.90 ]0.70 30の延時矧 まht:投的鋭
敏であるがL96 411熊星である.

2) 箔は 粕

訪印5kgの継 用滞留感度円 卓iP)を任用し発火叫

を離 した抜染を演目に示した｡

花台Ltb･90:10.713 30のbのは 96.11こ放牧す

れば発火しやすい.しカしながら枝に述べろように

(掛 3),℡管内の他の火緋 に比べるとf;盛である.

3) 発火LF聯

タル,プ発火点抑 替l】を任用して発火点の帳 を
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行った｡粘恥 土班12の並I)である｡各延時雄Mにはほ

とんと盤は聴めらLtで, 1馴 P.て光火する時のin皮は
いずれも 150oC附迫である｡

七七お琴のた3')に租tj(田仲 i=の他の火乱誹の必妊舛

験の鎚ALを淡13に流したq

火脚 の感度と比摂しても明らか1f上51こ.延喝光

(Et) ムtJH 如 上(発火m萩/洪Jm 軟)の切なも I三拝如EB舶 胡 い･すなわちTT隼･glu･lこチ3LT:LニIt:
ってAbLI=｡ 軟肌安全である｡また発火l'ui的 4̀がCであるから
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乱射こ付する凌抗性もあるが.好日に対してはP:奴的

見放である, 払 こ延革累の流会はゴム射乳併称で行

い,圧吠一三i呈!指控作を行う等.ti艶_Lqt細 が必書で
ある.

6 内 管 の 影 響

q;℡中の内管 (廷時菜押え)カ廷時顎の!S軸 時に

およはす労作を検討した｡
I) 内狩の有責

長さ 相,nTnの内管をE7=̂ した均 介と.生新したし.

で娃時墳両を,-tEi娃圧搾した均分の燃牧砂時を耕 収び

同5に-,7,したorJm のあるIJが･燃他抄E!.H やや長(た

るが,ばらつきは少たいから,＼lSW竹にはT勺町を弛

訂け るのか貯ま1 い ｡

淡 14 (rn耳)

内 管半 だ, 別 ､辞言人血芯p-.jiM鞍

: . : I

鼓皇 13K

ro a5 10 /3娃Ti蕪手L9)

巨】52) 内官の荘話法内管をEgl6,且のニラに和 した符合 (上lp.式)
とtZLd,bのようl=内守を;堂にして蓮時菜中.こ

臥 した牡企(77句式

)の比較を試みた.それぞれの性根#時;三脚 54通りであ

る,この鵜菜では大葦がたいが,下向式で 55iエ妙 音邪!

liの少ない糊介,及びIr･火コ三押入の雌作 (∫ll火玉のLJ児女きめろ)邸に不rLC余であるから.LTL'】式

にする力がよいと皿わ11,ち .湘 15

(m S)内 tF 平 均 *小 切 - 点 火 性 屯 田 iN定P]戟

∴;∴｢封 ､:芦* 131;

3) l勺廿

の良さ内℡の長さが ICmm のもの及び tSJ7

1mのものを陳JlZした機会C延特発の仇 抄時を.

比供した.t5mmの齢 はJ''.火式の集まぢ辞,すな

わちBF..JTがL大きいわけである｡措匁を粥川
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以｣･の脚 与から次のことT)'･明らかとなつI_.

I) 娃時必qtの柏a7に従って.W v鞠 のはらつきH.

大きくrLろので,貞節吟を柑ろには7il合比を変える上

～rL7J決に上って策JtlL少lJ:く十ることが製まい ･.
た1=L 0I8の如く策BEが.少IL渦ざるとかえってlLち

つきは大きい.

2) 庶火花淡の鎖さに上って,1IS田JW4-g)延時､.Jl

の漁硬Iiほとんど影許な受けない｡

3) 的JY,王鰍 の~成I/1.1･らなる担 I.itEIL叫湿し
たい｡従ってこの延時顎をmいた＼lS邪 は故カTlの
町Xの伐も.その凹地こ変化かな い｡しカし邪rlJl分
として Fc.0,を添加したものL三Fc▲0.のVl湿地に上

って,野禁戊の触 餅時ははらつき.4'･大きく1亡ろ｡

i) 娼特発は雷管中の他の火脚 f=比較して発火点
に拓く.桝 にb岱≡令である75',輝点に対してL土讃放
てあるから.その8!迩⊥.i見J,.i.庄状に速足を摩す

ち,

5) FAl腎 (脚 31)はI郎こ圧弟の野に建時典を

押えるの7̂ならず,燃牧のばらつきを少/{くする｡こ
Tu上野 こ報告日したように鮒 時に反kl畠舵肋が缶扱-
することを防ど,艮牧野を均一に進行させるためであ
る｡また瓜火ヌの搬 %将 (塁仰)は出来る1=け小さ

くすることが盟主しい【
丑綾に諸こ先晩に対して怨的+L壁けたETIJIF化琳狂犬全

社仁想IFL乍R斬新月山田JE串LL･及びK(管'6攻に尉 lナ

ち.
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